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協定校であるドンナイ

技術大学（ベトナム）

とオンライン交流を実

施しました。

日本医療科学大学から国際看護論履修中の看護学科4年生57名、ド

ンナイ技術大学から看護学科1年生36名が参加し、ZOOMを使用して

交流を行いました。両学の看護学科の科目、実習室や病院実習につ

いて発表と意見交換を行いました。進学や就職での来日に興味があ

るベトナムの学生が多く、ベトナムには無い日本の看護師国家試験

についてかなり関心を抱いていました。反対にベトナムの実習期間

の⾧さや夜間の実習があることに本学学生は驚いており、ベトナム

での看護学生の大学生活に非常に興味を持った様子でした。



発表や質疑応答を通してベトナムと日本の看護学修得課程における

類似点や相違点を発見し、看護学について改めて興味が深まったと

双方の学生から感想が寄せられました。また、同じ夢を持つ学生に

刺激され、ぜひお互いの国を訪問して実際に会いたいとの声もあり

ました。

去年に引き続き、世界的な新型コロナウイルス感染症の流行による

影響で直接の交流はかないませんでしたが、オンラインでの交流だ

からこそ、多くの学生が参加することができました。今回の交流会

は、このような状況下でも協定校との繋がりを維持し、今後の交流

活性化につながる良い機会となりました。

本プログラムを支援していただきましたさくらサイエンスプログラ

ムおよびプログラムの実施に当たってご助力を賜った多くの方々に

厚く御礼申し上げます。

ドンナイ技術大学による発表の様子
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